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要 旨  新羅瓦研究において最も重要な遺物と認定されている「儀鳳四年皆土」銘短板叩き瓦は、

679年 という絶対年代をもつ。この瓦の存在は、我々の前に新羅の発展した姿を浮かび上がらせるが、

8世紀に入って当時の東アジア全体を揺さぶる政治的激変と混乱を収拾した唐 。新羅・日本の東洋三国

が政治・経済 。文化全般において全盛期を謳歌するようになるという点で、この瓦をひとつの文化的象

徴と見ることができる。統一を達成した新羅はそれ以前とは格段に異なる文化発展を達成し、最も華麗

な瓦文化をもつようになった。このため、瓦製作の発展の様相によって当代文化の変イとと瓦葺き建物の

増加を分析し、都市機能と坊里内での変化を調べることができる。そこで本論では、既存の新羅工京地

域での発掘調査で出上した平瓦と癖のうち、比較的初期の瓦が出土したものと認定されている遺跡を中

心に、出土事例と叩き技法そして造瓦技法に対する比較作業を行い、個々の遺物が出現 した時期につい

て考察した。また、慶州および地方で出土した平瓦と埠のうち、比較的初期の瓦が出土した遺跡を中心

に短板叩き瓦を比較し、慶州と地方の間での瓦の製作時期と特徴の違いを検討した。その結果、慶州地

域において短板叩き瓦が製作された時期は679年以前と判断され、少なくとも679年 からは短板叩き瓦と

ともに中板叩き瓦が生産されたことを確認した。また、慶州薙井遺跡から出土した「儀鳳四年皆土」銘

文瓦と蔚山立岩里遺跡から出上した「井杵」銘銘文瓦は、中板叩きと短板叩きが共に使用された瓦で、

679年 頃には短板と中板の二種類の叩き板が共存していたと判断した。瓦の製作技法を見ると、無瓦桶

あるいは桶を使用する短板叩き瓦が初期に製作された後、次第に無瓦桶式の瓦が消滅 し、円筒桶を使用

する中板叩き瓦に変化してゆく。このような瓦の製作法の変化は、瓦桶を利用した造瓦技法の効率性に

起因するものと判断される。ただし短板叩き瓦は、中板叩き板で製作された瓦に比べ作業能率の面では

劣るが、作 りは非常に丁寧である。このような作業工程のあり方は、単純に作業効率だけで説明するの

が難しい部分であり、これらの短板叩き瓦の製作は宮城または官庁などに納められる瓦に限定されてい

た可能性をうかがわせる。よって、短板Π「 き瓦は一定の目的をもって製作された可能性が提起される。

キーワー ド  慶州 叩き板 短板 中板 長板 印章
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I.は じめに

新羅瓦研究において最も重要な遺物 と認定されている「儀鳳四年皆土」
I銘

短板叩き瓦

(第 1図 )は、679年 という絶対年代をもつ。この瓦の存在は、我々の前に新羅の発展 した

姿を浮かび上がらせるが、 8世紀に入って当時の東アジア全体を揺さぶる政治的激変と混

乱を収拾 した唐 。新羅 。日本の東洋三国が政治・経済 。文化全般において全盛期を謳歌す

るようになるという点で、この瓦を一つの文化象徴と見ることができる。一種類の瓦が出

現したという事実をもって新たな文化が創出されたとするのは飛躍かもしれないが、少な

くとも新羅においてこの時期は前代と比べて社会や文化における大きな変化があった。

新羅が、朝鮮半島内の統一を成 し遂げ、高句麗と百済の文化を受容し、新たな文化を発

展させることができた原動力は、まさに「一統三韓」の語で示された三国統一の達成であ

ったが、前時期から大きな変化を見せることになった契機 と、その産物 として登場 した

様々な措置、そして生活と文化受容に伴う変化などを通じて導出された政治、社会経済お

よび文化の発展は、結局新羅が全盛期を謳歌することのできる基礎となった2。

古代国家において国王の威厳と治績を広報する手段 としては、文章を記 して建てる種々

の石碑があげられる。こうした金石文資料は、当時の社会で読み書きのできる少数の知識

人の間のみで共有されうる記念物であった。一般の人民、すなわち王京内の居住者たちに

とっての功徳碑は、意味を伝達する手段 というよりも視覚的効果を与える象徴物であった

と言える。しかし巨大な宮城・城壁・寺院・略星台などの建築物は、見るだけで容易 に

人々にその意味と象徴するものを伝え、強い印象を与えることができる。また、外国から

の使者に新羅の発展と威厳を示す第一の関門として、これらの建築物が重要な意味をもっ

ていたと言える。それならば、このような記倉物としての政治性を帯びた大型建物を建立

した目的は、「当時の社会の中で行われた歴史・文化・技術の結合」と言うことができ、

「権威建築物」
3を

建立するために当時の全ての文化的力量を投入したことが知られる。新

羅における代表的な権威建築物としては当時の宮城である月城と臨海殿、宗教施設である

皇龍寺、公共施設である月精橋、日精橋 といった橋などがあげられるが、一般の人たちが

見て感じ、体験できる空間は主に宗教施設や交通施設などに限られていた。しかし、王権

の象徴を目にすることで、統治の威厳と都市の発展を感じたことであろう。

三国の中でも辺境に位置していた新羅であったが、統一達成後に新羅で生産された瓦に

現れた多様な文様は、東アジアの巨大帝国として浮上してきた唐と新羅が、文化の受容に

おいて大差なく、互いに同じ文化を享受していたことを物語る4。
結局、統一新羅時代に製

作された各種の軒瓦を装飾した華麗な文様は、新羅と唐の間で行われた活発な交流の産物

であると言える。 8世紀以後、新羅は統一王朝の威相を表出するために唐の文化を受容 し
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た。これに伴った官僚体制の整備 と行政機構の変化などを根拠にこの時期からを中世 とす

る見解 もあるが、強固な骨品制度が維持されていたことは、いまだに新羅が古代国家 とし

て存在 していたことを示 している。このような問題点は高麗の建国まで新羅の発展におけ

る障害物 として残っていたものの、統一を果たした新羅は以前の時期 とは大きく異なる文

化発展を達成 した。そしてこの発展の中で東洋三国のうちで最 も華麗な瓦文化を保有する

ようになった点は、非常に特徴的な姿である。多様な形の瓦が大量に生産され、様々な需

要に対する供給がなされ、新羅王京内の宮城・寺院 。一般家屋では特色ある瓦が使用され

ていた。そ してこのような瓦の需要拡大は、造瓦技術の発展をもたらした。新羅王京にみ

られる多様な瓦を通 じ、我々は新羅王京の規模 と坊里内での変化を明らかにすることがで

きる。

よって本論では、既存の新羅王京地域での発掘調査で出土 した平瓦 と導のうち、比較的

初期の瓦が出土 したと認定されている遺跡を中心に、出土事例 と叩き板の特徴の変化
5、

そ

して造瓦技法
6に

対する比較作業によって個々の遺物の出現時期について慎重に接近を試み

た。またこれによって、新羅王京内で用いられた初期瓦の性格 と造瓦技術の変化のあ りか

たを検討 した。

Ⅱ.新羅 瓦研 究 の 関心 とそ の変化

『三国史記』に収録された様々な記録を調べると、新羅で瓦が使用された様子が書かれ

ている。まず祗摩尼師今11年 (122)に 「夏4月 に大風が東から吹き、木が折れて瓦が飛ん

だが、夜になって止んだ。」という記録
7、

また助責尼師今 4年 (233)に は “夏4月 に大風

が吹き屋根の瓦が飛んだ。」という記録
8が

見られる。この記事の内容についての信頼性は

さておき、注目される内容は風で瓦が飛んだという部分である。慶州地域から出土した瓦

のうちきわめて薄い瓦がこれに該当するのかは検討を要するが、瓦の薄さは初期瓦の特徴

のうちの一つと認定されており、この部分について再考する必要がある。

金誠亀は、新羅瓦の発生について F三 国史記』に現れた上記記事の内容に注目し、西暦

2～ 3世紀頃には宮城で瓦が使用されていたものと推定 している。しかし実物資料が伝わ

っていないため、慶州半月城、明活山城、仁旺洞古墳などで出土した軒九・軒平瓦の年代

を5世紀頃と推定し、仏教伝来以前にすでに瓦が使用されていたと見ている
9。

しかし、未

だに新羅王京内で確認された古式瓦はおおむね 5世紀を上限年代としてお り、追加調査を

期待せねばならないようである。

申昌秀は、皇龍寺跡の瓦廃棄土坑で出土した瓦の分析により出土遺物を4期 に区分し、

時期ごとの瓦の特徴を考察したЮ
。この区分案によると、第 1期 (553～ 569年)=皇龍寺

創建期、第 2期 (6世紀後半～末)=改築期、第 3期 (7世紀初～中頃)=九重木塔の完
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成、第 4期 (7世紀末～ 8世紀中葉)=瓦廃棄土坑の下限、と分期されている。特にこの

論文では、初期に百済から新羅に伝来した瓦製作技術がそれ以後、高句麗の影響を受けな

がら変化し、次第に新羅固有型式が形成されたものと推定している点が注目される。また

慶州地域の初期瓦については、月城出土資料を根拠に6世紀前半から製作された軒瓦が宮

城などで使用されたものと見ている。

この論文のなかで、新羅瓦の成立問題において重要な位置を占めている高句麗系蓮華文

軒丸瓦について、最近批判的な意見が提出されてお り、筆者も再考の余地があるものと考

える。特にその起源に関する問題は、新羅瓦の生産と関連して重要である。

朴洪國は、慶州望星里瓦窯跡から「儀鳳四年皆土」銘のある平瓦と軒平・軒丸瓦につい

ての考察を通じ、当時の瓦の生産および受給関係などについて論証した
11。

そして慶州望星

里新羅瓦窯跡で生産された「儀鳳四年皆土」銘文瓦とともに製作された軒平・軒丸瓦そし

て宝相華文埠が、望星里から月城や雁鴨池など複数の遺跡に供給されていたことを明らか

にした。その結果、新羅瓦研究において古式と新式瓦の使用時期を区別 しうる画期が確定

した。

しかし、儀鳳 4年に生産された蓮華文軒丸瓦でa～ eの 5型式、唐草文軒平瓦はA～ Gの 7

型式が確認されている12も のの、この型式差の意味するところは様々である。同一文様の

瓦の複数箇所での大量生産や、瓦籠の改造または変形を通 じた同抱瓦系列の生産が考えら

れる。また、文様が同一でも遺跡によって瓦の用途が異なること、すなわち創建瓦と改修

瓦、修理瓦といった違いとも考えられる。このように多様な型式が確認される様相は、築

造のために大量の瓦が必要であったため、初期から複数の瓦窯で生産された瓦が供給され

た可能性が高いことを示す
硝
。結論的には、このような差からみると、新羅では、その初期

から複数の窯が消費地へと瓦を供給していた可能性が高いと判断される。

桂兌先は、瓦桶および瓦の凸面に打捺された文様についての型式分類を行い、三国～朝

鮮時代の平瓦編年案を提示 した。これによると漠江以南地域で6～ 7世紀に短板と中板が

ともに使用されたが、瓦製作が始まった時期から同時に使用されたのか確認できないもの

の、 7世紀初頭から8世紀初頭までは継続して使用され、その後 8世紀中葉～ 9世紀に長

板叩き板が出現して、これに変化したものとみた14。
そして新羅瓦の使用された時期のうち

6世紀以前の段階については明確には区分していないが、円筒形瓦桶に短板叩き板を横方

向に叩いた瓦 (Ⅱ Ab型式)については6～ 7世紀頃に使用されたものと見ており、百済地域

とは区別されるとした15。
しかし慶州仁旺洞556番地遺跡で模骨桶と土器製作技法で作られ

た瓦が確認された点を考慮するならば、「新羅地域では平瓦製作の開始時期から円筒瓦桶

を使用していた。」と見る意見は修正される必要があり、結局三国時代の瓦製作技術は互

いに類似した姿で発展したと言える。
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また、統一新羅時代に慶州の新羅王京内で長板「Πき瓦が製作・使用されたか否かという

問題は、新羅瓦研究における重要な問題の一つである。最近、慶州市内での小規模発掘調

査が増加する中で、長板叩き瓦の使用時期についての新たな資料が出土 してお り、これら

の遺物に射する比較検討を通 じて長板叩 き瓦の製作 と使用の問題について、さまざまな意

見が発表されている。

趙成允は、慶州地域の雁鴨池から出土 した平瓦の叩き文様の分析を中心 とする一連の研

究で、短板叩き平瓦の上限年代を 7世紀末、下限年代を 9～ 10世紀頃と推定 した
16。

また、

雁鴨池出土瓦の分類により、古新羅時代の遺構 と苑池が築造 される674年、建物が完成する

679年 に区分 し、古式蓮華文軒丸瓦 と区分される雁鴨池の創建瓦を設定した
W。

そして、統

一期まで慶州地域では長板叩き瓦が製作されなかった可能性を提起 している
18。

これに対 し筆者は、東国大学校埋蔵文化財研究所が発掘 した慶州三朗寺3キ ル遺跡の統一

新羅時代の瓦廃棄土坑から出土 した、中板叩き瓦に共伴 した長板叩き平瓦
19を

慶州地域の長

板叩き瓦のうち最 も古い遺物 と推定 した
20(第 2図 )。 この平瓦は凸面の文様が長板の太線

魚骨文で、高麗時代の瓦に現れる魚骨文の祖型であり、共伴 した遺物から見て遅 くとも9世

紀頃には廃棄されたものと推定される。従って、この瓦により慶州地域で長板叩き瓦の製作

と使用が行われたことが知 られ、長板叩き瓦の出現時期を推定するのに重要な基準となる。

金基民は、慶州諌谷洞・勿川里瓦窯跡の出土瓦を検討 し、合計 5段階に区分 した。それ

によると、 1段階に慶州地域で初期に製作された瓦は平瓦 と丸瓦が区別されない形態で、

無瓦棉式により製作 され、 6世紀前半以前に該当する。 2段階は 6世紀前半 と中頃の間

で、百済から軒九瓦の製作法が導入されるが、無瓦桶式で作った丸瓦に瓦当を付ける一体

型
21の

製作技法である。 3段階は模骨桶が導入される時期で、百済の瓦工人により製作され

た瓦と在地の固定式瓦桶を利用 した製作技法が確認され、 6世紀中葉と推定される。 4段

階は 7世紀を前後する時期で、円筒形瓦桶 と九瓦桶が登場 し、九瓦は 3枚作 りで、平瓦に

は狽I面への 2次調整が行われる。 5段階は新羅瓦が定着する時期で、 7世紀中頃から8世

紀中葉以前に該当する。円筒瓦棉による平瓦の製作 と2枚作 りによる九瓦の製作が行われ

る
22。

第 1表 瓦桶ごとの造瓦技法の特徴 (金基民 2001)

特御
瓦桶

素地形態 胎 土 焼 成 調整 分割枚数 瓦刀痕 布目有無 瓦当接合法

無瓦桶 粘土紐 精
質
質

軟
硬

同時期の
土器と同

平:4枚
丸:4枚

全面二次
調整

径
ヽ

一体成形

模骨瓦桶
粘土紐
粘土板

精
粗

珠質、硬質、

嘔質

HΠ きお反に
よる叩き

枚
枚

平
丸

全部
一部

有
分割成形
接合

円筒瓦桶 粘土板 粗 瓦質
口「 き板 |こ

よる叩き
平:4枚
丸:2枚

一 部 有
分割成形
接合
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沈相六は、慶州仁旺洞556番地遺跡で出土 した印章瓦について、報告者の意見に同調 しつ

つ百済の瓦工によって製作 されたものと見ている
23。 この場合、百済の瓦製作技術の新羅

への伝播過程を推定することができるが、初期に製作 された蓮華文軒丸瓦の大多数が百済

系のいわゆる「大通寺様式」である点は、瓦の技術だけでなく瓦絶の伝来
24を

想定可能に

する。印章瓦が主に使用 された百済では、公州公山城 。扶余扶蘇山城などで確認されるの

に対 し、慶州地域は多少遅れる様相を見せる。また、百済の印章瓦には五部、千支などの

文字が確認されのに対 し、新羅では符号や記号が表示されている (第 3図 )。 このような差

が現れた原因は、印章瓦を製作 していた二人集団の性格の違いと推測される。すなわち慶

州地域で印章瓦を製作 していた二人は百済から造瓦技術をもたらした工人 と考えられ、百

済が滅亡 した後に慶州に移住 した工人たちが印章瓦を製作 した可能性が高い。この推定の

根拠は、印章瓦および印章簿に表記されたのが、文字ではなく記号である点である。従っ

て、新羅で印章瓦が製作 された時期は679年 以後 と判断される。そして印象の形をみると、

既存の百済地域で使用 していた方式が新羅化 しているのを見て取ることができ、その原因

はつまるところ、製作環境の変化であると考えられる。

李仁淑は、年号のある銘文瓦を基準に、国内の遺跡から出土 した統一新羅から朝鮮時代

までの平瓦を属性分析 した。これによると、短板叩き板は三国時代から679年前後まで使用

され、中板叩き板へ と変化 したが、短板 と中板がともに使用された短い過渡期を経たもの

と把握 し、短板叩き板の使用時期は679年 を前後するとみている。そして中板叩き板の使用

時期は679年前後から847年以前で、その上限は短板の下限年代 と同一であるとし、将島清

海鎮遺跡
25と

永同稽山里遺跡
26で

確認された中板および長板叩き瓦の共伴関係を根拠に下限

年代をとらえている。将島清海鎮遺跡の存続期間が828年から851年であるため、その下限

は851年 と見ることもできるが、扶余扶蘇山城で出土 した「含昌七年 (847)」 銘以後に製

作された銘文瓦のほとんどが長板叩きであるため、847年 を下限年代 と見ている。そして長

板叩き板の出現が、将島清海鎮遺跡が形成された年代である828年 まで遡る可能性を考慮 し

つつも、中板と長板叩き瓦がともに使用される過渡期が設定しうるため、いったん847年 以

後から使用されたものと推定している27。

筆者は、国立慶州文化財研究所が発掘調査した仁旺洞556番地遺跡の報告書で、建物跡の

下層であるⅦ層で確認された根石とともに出土した高郭の年代を考慮 し、遅 くとも5世紀

後半に築造された建物が存在する可能性を提示した。また、共伴して出土 した無瓦桶式の

平瓦とE「章瓦の年代を5世紀末～ 6世紀初頭と推定した
28。

そして南北道路路面から出土し

た「儀鳳四年皆土」銘銘文瓦は道路が補修された下限年代を示し、模骨桶で製作された平

瓦が建物基壇層で確認されたことから、新羅において瓦が製作され使用された時期は少な

くとも5世紀末以前と判断され、この時期から瓦が幅広 く使用されていた可能性があると
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見た
29。

以上のような様々な研究者たちの成果を見ると、慶州地域で瓦が最初に使用された時期

は 5世紀後半である可能性が高いが、この時期に該当する建物遺跡や瓦に対する確認が必

要である。新羅王京の調査の進展によって、このような問題が解決されるものと期待され

る。慶州地域では、 5世紀末あるいは 6世紀初頭から寺院などに瓦が葺かれるようになっ

たことが明らかになりつつあり
30、

また瓦を製作 した瓦窯も複数個所で発掘調査が行われた

ことによって受給関係についての接近が可能になった
例
。そして、長板叩き瓦の使用問題に

ついては、現在までの限られた資料からは、より慎重な検討と接近が必要である。

山崎信二は、日本および朝鮮三国時代の重要遺跡から出土 した瓦についての比較検討を

通 じ、個別の瓦の系統を区分 した
32。

その結果、法隆寺式瓦は百済と関係 し、湖東式瓦は高

句麗系の亡命者たちと関連するものと推定 した。そして紀伊上野廃寺、伯者斎尾廃寺で出

土 した忍冬文軒平瓦に現れた包み込み式製作技法
33を

新羅系統 と見ると同時に、樫原廃寺式

軒丸瓦に見 られる蓮弁文様の類似性、瓦当裏面の叩き日、粘土素地の糸切 り痕跡、軒平瓦

顎部の文様などから新羅瓦との関連性を探っている。さらに、仁旺洞556番地遺跡から出土

した瓦との比較により、新羅瓦と密接な関係があったことを指摘 している。

また山崎は、中国と朝鮮三国の平瓦製作技法についての検討を通 じ、瓦桶を使用する以

前の段階の平瓦―土器製作技法 (A型 )、 円筒桶で粘土紐桶巻作 り (B型 )、 円筒桶で粘土板

桶巻作 り (C型 )、 模骨桶で粘土紐桶巻作 り (D型 )、 模骨桶で粘土板桶巻作 り (E型)の合

計 5種類に分類 し、中国・韓国 。日本の平瓦製作技法と比較 した
34。

この比較によれば、東アジア地域で初めて出現 した瓦製作法は土器製作技法と同一であっ

たが、次第に瓦桶の使用と粘土素地の利用方法の変化 とともに発展 していることが分かる。

ただし、新羅では円筒桶で粘土板桶巻作 り (C型)が中心をなすとしているが、模骨桶で粘

土紐桶巻作 り (D型)も 存在 してお り、これについての系統問題を確認する必要がある。

佐川正敏は、中国における瓦製作技術の検討を通 じて、地域ごとに差異が確認されるこ

とを指摘 している
35。

特に南朝時期に製作された平瓦は粘土板接合法が大多数である点が特

徴的であ り、円筒形模骨桶の使用、吐首瓦 とともに平瓦を軒平瓦 として用いる伝統などが

南朝から熊津期の百済へ伝播 し、以後倭へ と伝えられたものとみている。また中国の有顎

式軒平瓦の製作技法にもやはり南北で相違のあることを明らかにした。

そして南朝の斉～梁代の造瓦技法においては、粘土紐巻き作 りから粘土板巻き作 りへの

転換が急速に進展 し、変化 した造瓦技術がそのまま熊津期の百済に伝播 して徐々に転換が

行われた後、涸洗期に入って 6世紀末に日本へ と伝播 したと推定した。また、統一新羅時

代には瓦桶に改良が加えられ、側板を紐でつなぐ可動式の形態から紐でつながない非可動

式の形態へ と変化 してお り、この改良された瓦桶は 8世紀末に北部九州地域へ伝播 し、H



国参 時期 地域
平瓦製作法

備考
A B C D E

中 匡

脱国・秦 ○

前漢初頭 黄河中流域 ○ A→B型に変化

前漢 後漢 ○

非開閉式瓦桶 → 円筒形瓦桶
C型 は後漢代には確実に出現
420年頃南朝の宋とつながる

五胡

十六国

(4世紀代 )

華北地方 ○ 様々な瓦の出現、4世紀代に模骨瓦桶が出現

治 陽 ○

北朝 ○ 高句麗のD型 と兄弟関係

南朝

東晋 (～ 420)

宋 (420～ 479)

南斉 (479～ 502)

O
南朝の瓦は五胡十六国時代に発生した大量の流
民 (漢族)が華北から江南へ移動したことと関
連する

梁

陳
(502-557)
(557-590)

○ ○
梁、陳の平瓦製作法はE型と考えられる

梁から百済へDoE型が伝播

隋 南京 (楊州) ○ ○ ○

6世紀頃から平瓦製作法が変化
隋の平瓦製作法
唐長安城 B型、洛陽城 D型、楊州 E型

奉
ロ

長安城
洛陽城

○ ○ ○
唐の平瓦製作法
唐長安城 B型、 洛陽城 D型、楊州 E型

韓 巨

高句麗 ○
北朝のD型 と兄弟関係
南朝の東晋と交流

百湾

ソウル (漢城 )

(371-475)

○ ○
石村洞 4号墳、夢村土城で多数確認
5世紀前半頃に風納土城でC型が一部確認

○ ○ ○

5世紀後半頃に風納土城の瓦は百済涸洸期の平
瓦 (E型 )、 新羅の平瓦 (C型 )の祖型がとも
に存在する点が注目される

公州 (熊津)

(475´ヤ538)
○ ○

大田月坪洞にはD型 とE型が存在
E型が主流、D型は少量存在

扶餘 (酒洸)

(538～ 663)
○

亭岩里瓦窯跡と弥勤寺跡、王宮里遺跡にはE型
のみが存在

新羅 慶州 ○ ○

南朝 (宋)の瓦が新羅瓦の祖型と考えられるC
型瓦は、高句麗・百済とは異なる地域から波及
E型瓦は7世紀初頭に一部存在

日本 奈良 ○
588年 に百済から瓦博士が渡来、以後E型が伝播
720年以後から一枚づくり技法が出現

車 順 詰

第 2表 東アジア地域における平瓦製作法の変化 (山 崎信二 2009)

世紀末頃 まで使用 された と見 た。 しか し日本 では平城宮 の造瓦組織 で「平瓦一枚作 り技

法」が開発 され、以後粘土板巻 き作 りは急速に消滅する。

佐川が指摘 した ように「平瓦一枚作 り」 は 日本独 自の製作技法であるが、一部の地域で

は九瓦 を粘土紐巻 き作 りで製作 し、平瓦 を一枚作 りで製作す る様相 も確認 されている。 し
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かし一枚作 りは日本だけでなく集安の高句麗瓦でも確認されているため、製作技術の起源

問題や特徴についてさらなる検討が必要である
36(第4図 )。

日本の造瓦技術である一枚作 りは、平瓦を製作する際に使用 される方法であって特別な

技術がなくても誰にでも容易に製作できるという点からみて、大量生産に適 した技術であ

る。 しか し技術の熟練度によって、厚さや仕上げ調整には差がある。このように日本で新

たな造瓦技術が現れた背景には、当時の社会相がある。奈良時代には飛鳥京、藤原京、難

波京、平城京など幾度かの遷都 をしなが ら、毎回新たな都城 と宮城を造 りなが ら既存の建

物を移築 した
37。 このような遷都の過程で少 しずつ瓦の需要は増大 し、これを解決するため

にそれまでとは異なる製作技法が模索され、必要に応 じて一枚作 りが急速に受け入れられ

たものと推定される。

以上のような先学による新羅の短板叩 き瓦に関する議論によると、三国時代の新羅の造

瓦技法は、高句麗・百済または中国南朝を通 じて受け入れられたが、それらと同一 という

よりは、やや異なる点を持っていた。

1.粘土素地接合法 :粘土紐接合法→粘土板接合法

2.瓦桶の形態変化 :無瓦桶→模骨桶→円筒桶

3.叩 き板の形態と種類 :短板・印章 。中板→長板

4 叩き板の特徴 :短板叩き文の銘文は官 E「の性格をもつ

5.瓦窯の分布 :新羅王京周辺の丘陵一円

Ⅲ。新羅短板叩き瓦の特徴

三国時代に入 り高句麗、百済そ して新羅の造瓦技法はそれぞれ特徴的な様相を見せる。

しか し、古代から現在までの様々な変化にも関わらず、基本的な作業工程はそのまま維持

されている
38。

また、瓦製作において基本 となる瓦桶使用の有無は、製作技法における重要

な区分基準 となっている。よって三国時代の造瓦法は「無瓦桶技法」と「桶による製作技

法」に区分できるが、一般的に無瓦桶から瓦桶を使用する方式へ と製作技法が変化 したと

考えられている。平瓦製作用の瓦桶は、幅狭で長い木片を紐でつなげて作る模骨桶 と丸太

を彫って作る円筒桶に区分される。また、九瓦を作るための瓦桶は木片に孔をあけたのち

に組で巻いて作るものと、瓦の大 きさに合わせて丸太を適当な大 きさに切って作るものが

知 られている
39。

素地とは瓦を作るのに使用される土のことである。瓦を成形するために瓦桶に素地を巻

く方法の違いにより棒状素地 (輪積法、巻上法)と 板状素地に分かれるが、新羅の平瓦で

は棒状素地と板状素地の両方が確認されてい‰
40

0  0

叩き板は形態によって短板・中板 。長板そ して印章に区分 される。まず短板は縦横比が
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1:1程度になるように作ったもので、叩きの単位は4～ 5回、大きさは 6～ 8 cm程 度で

ある41。
瓦の表面を横方向と縦方向、あるいは無秩序な方向に叩き、瓦内部の空気を排除し

て、厚さと密度をそろえるのに用いる。慶州地域では、主に月城と伝臨海殿跡 (雁鴨池)を

中心に近隣地域でも確認される。短板ⅡΠき瓦は様々な種類が見られるが、最も知られている

のは679年 という製作年が刻まれた「儀鳳四年皆土」銘文瓦である。

中板は縦横の比率がおおむね 1:3に なるように作ったもので、H「 きの単位は2～ 3

回、大きさは15～ 20cmで ある。一般的に瓦の表面を横方向に「Fく が、上段 と下段にそれぞ

れ区分され、下段は縦方向、上段はやや斜めの叩きが加えられる。このような叩き方向の

差は瓦製作者の作業行動と関連するものと考えられる。

長板は縦横の比率が 1:6以上になるように作ったもので、叩きの単位は 1回で、大き

さは30～40cmで ある。

Π口き板の形態が短板から中板へ、そして中板から長板へ と変化する過程については、

様々な斬究者が考察した結果、瓦製作における時間の流れを良く反映するものと理解され

ている。ただし、一部の研究者は地域差と受容過程の問題を挙げている。慶州地域で出土

した新羅の平瓦では主に短板と中板が確認され、長板がきわめて稀少であることが知られ

ている。さらには、長板叩き瓦の製作が行われなかったという意見もある42。

この他、最近では平瓦と埠の表面に印章を押 した「 E日章瓦」・「印章導」の出土事例も次

第に増加している。これらの遺物についてはその起源を百済に求め、関連性を指摘する意

見もある。しかし、当時使用されていた印花文土器の表面には、文字が刻まれた印章を押

した事例
43が

多 く確認されている。そして瓦や導の表面に押 した印章の形態や文字の内容ま

たは符号などは、百済の印章瓦にみられるものとは異なっている。このように、瓦や埠に

印章を押すという様相は百済との関連性が強いものの、異なる形に変容しており新羅化さ

れていると言える。よって「EF章瓦」 。「印章導」の系譜については、資料の増加を待っ

て検討する必要がある。

瓦刀は瓦を製作する際に用いるナイフで、鉄刀子、竹刀、鉄糸
44な どがある。瓦桶で成形

された瓦を分離 したり、表面調整をしたり、素地を粘土塊から分離したりする作業に用い

られる。粘土円筒を均―な形に切る作業により、平瓦は4枚、丸瓦は2枚が作 られるが、

初期には3枚に分割する場合も知られている。瓦刀による分離の方向については、精密な観

察に基づく報告がなされている45。

特に、短板叩き瓦では粘土円筒から個々の瓦に分離した

後、瓦刀で分割した断面を2～ 3回調整した事例が多 く見られるが、これは瓦の二次調整

であって大量生産にともなう作業工程の短縮化とは相容れない。よって、短板叩き瓦はそ

の製作工程が一般の瓦とは異なっており、これは瓦の使用先が一般の建物でなかったこと

を示すと考えられる。
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第 3表 慶州地域平瓦の属性 (獲孟植 2006を 一部改変 )

皇龍寺跡、仁旺洞556番 地

月城核子、雁鴨池、皇龍寺跡、
芳内里古墳群など

月城核子、 仁旺洞556番 地

月城核子、伝臨海殿跡、皇龍
寺跡など

伝臨海殿跡
国立慶州博物館美術館敷地
東川洞6962番地遺跡

月城核子、伝臨海殿跡、皇龍
寺跡、三郎寺跡、芳内里古墳
群など

月城核子、仁旺洞556番地、
皇龍寺跡、芳内里古墳群36

号など

月城核子、伝臨海殿跡、皇龍
寺跡、三郎寺跡、芳内里古墳
群40号 など

月城核子、伝臨海殿跡

寺跡など大多数の遺跡

O(内→外)

慶州龍江洞82番地石室墳

皇龍寺跡、芳内里古墳群

月城核子、伝臨海殿跡、
寺跡、芳内里古墳群

月城核子、伝臨海殿跡、皇龍
寺跡、三郎寺跡、芳内里古墳
群などの遺跡
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種 類

藤谷洞・勿川里瓦窯

蘇谷洞・勿川里瓦窯

望星里瓦窯、東山里瓦窯、
多慶瓦窯、金丈里瓦窯

藤谷洞・勿川里瓦窯

望星里瓦窯

叩き板

東山里瓦窯、 多慶瓦窯、
金丈里瓦窯

藤谷洞・勿川里瓦窯

望星里瓦窯、
東山里瓦窯、
多廃瓦窯、 金丈里瓦窯

望星里瓦窯

望星里瓦窯、東山里瓦窯、
多慶瓦窯、金丈里瓦窯など

一方、粘土円筒の分割を容易にするために、瓦桶の外側には突出した分割界が作 られる

が、尖った釘や突帯などがこれに用いられた。慶州地域で出土 した平瓦では「突起型」

「断絶型」「箸形」の分割界が確認されている。最近、突起型の変形 と考えられる事例が

新たに確認されたが、瓦の凸面に鋭い楔を用いて外から内へ と押 さえつけて溝をつ くる事

例である
46① この例は瓦の成形が終了した後に分離する箇所を表示 したものと考えられ、類

例がないため不確実ではあるが、粘土円筒から個別の瓦に切 り分けるのを容易にするため

と見られる (第 5図 )。

瓦桶にかぶせる瓦布は、瓦桶で成形 した粘土円筒を剥が し易 くするために用いられる。

筒布の材質には麻布、縄文
47、

葦
48、

竹状模骨
49な

どが知 られているが、慶州地域で製作され

た瓦は大多数が麻布を利用 している
50。

麻布の種類は布 日の粗いものから細かいものまで多
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様であり、筒布を補修したりつなぎ合わせたりした痕跡も観察される。

以上の内容をまとめると、慶州地域で出土した新羅平瓦の一般的な様相は、第 3表の通

りである。

Ⅳ。短板 叩 き瓦 の生産 と供 給 お よび管理

瓦桶の形態と製作技術からみると、新羅の造瓦技術は中国南朝または高句麗や百済の影

響を受けて形成されたものである。しかし、円筒桶の導入と中板線条文を「Fき つけた造瓦

技術が組み合わさることにより、急速な発展を成し遂げたと考えられる。このような発展

の直前段階である6～ 7世紀頃の新羅瓦は、造瓦技術の発展のための多様な試みがなされ

たものと考えられるが、多様な瓦桶の型式、多様な瓦の文様の存在はこのような試みの産

物であろう。

土器製作技法すなわち無瓦桶式で作られた瓦は、短板叩き瓦と同時期に使用されたと推

定されるが、その使用時期は明らかでない。ただし、古式蓮華文軒丸瓦と慶州競馬場予定

敷地内藤谷洞・勿川里遺跡で出土した無瓦桶式瓦からみると、おおむね 6世紀前半以前に

生産されたものと推定されるЫ
。従って、無瓦棉あるいは模骨桶を用いて作られた瓦は、短

板H「 き瓦とともに使用されたと判断される。特に、仁旺洞556番地遺跡では模骨桶を使用し

た瓦が多数出土したことから、新羅で模骨桶を用いた瓦生産がなされていたことが知られ

る (第 6図 )。

短板叩き瓦は中板や長板叩き瓦と異なり、二次調整を加えたものであって、他の瓦より

も厚 く、重 く、凸面を緻密にナデ調整している。模骨または円筒桶を用いて成形し、凸面

を緻密な回転ナデで調整した後、そのまま使用したり、短板で弧状打捺をしたり、あるい

は叩き板をスタンプのように使用して横方向の叩きを加えた (第 7～ 9図 )。 また粘土円筒

を分割する際に生じた分割破面を2～ 3度ケズリ調整してなめらかにしているが、この特

徴は他の瓦では見出し難い。また短板「Fき 瓦の製作に用いられたFFき 板の形態により、 1

型 (線文)、 2型 (幾何学文)、 3型 (方郭内部に製作地や工人集団と推定される銘文のあ

るもの)の合計三種類に分類できる。これ以外にも中板叩きを施した後に方形の印章を押

した事例もあるが、この場合は短板叩きではなく中板叩きを使用した場合であるため、短

板のような形態の印章を使用して3型 と同様の意味を付与し、短板叩き瓦には含めない。

また、 3型短板叩き瓦では製作年、製作地、使用先そして工人の名前などの内容を記録

した文字が印章として押された。文字を表記した銘文瓦は一般の瓦ではなく、特別な用途

をもつ専用瓦と見なせるが、出土した遺跡からも、そのことが見て取れる。短板叩き瓦の

使用が月城と伝臨海殿跡周辺、そして羅井
52と ぃった当時の重要施設でのみ確認された点

は、瓦の使用先が限定されていたことを示す。もっとも、新羅王京周辺遺跡である掘佛寺
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跡
53ゃ

羅原里寺跡
54、

東川洞696-2番 地遺跡55な どでも一部短板H日 き瓦が出土しているが、こ

れらの遺物はすべて必要に応じて少量が運ばれた交流瓦の事例と考えられる。

以上から短板叩き瓦は生産と消費の両面で一定の侑1約があったと判断され、出土事例を

みても同一の結論を得ることができる56。 ょって新羅で作られた短板叩き瓦は一般の瓦より

も精製で高級な瓦であり、王宮や官庁などに使用するために特別に製作・使用した可能性

が高い。一方、慶州地域で初期瓦ないし古式蓮華文軒丸瓦が出土した遺跡を中心に建物の

創建および完工年代と瓦のH「 き板の形態を基準に区分すると、第 5表のようになる。

これによると、短板叩き瓦は無瓦桶式瓦と共伴する傾向を見せており、中板叩き瓦とは

異なる様相が確認される。また、新羅王京内で短板叩き瓦が使用された場所をみると、王

官と一部の大型寺院に用いられているのみで、多くの場合は使用されていないことが知ら

れる。また慶州以外の地域である慶山と安東、そして蔚山で用いられた初期瓦には、短板

叩き瓦が使用されていたことを確認できる。ただし、これらの短板叩き瓦が現地で生産さ

れたのか、慶州地域から運ばれたのかは不明であるが、短板の叩き目と慶州からの移動距

離などを考慮すると、現地で製作したと判断される。

これと関連して、蔚山立岩里遺跡と伴鴎洞遺跡では、伝臨海殿跡の出土例と同一の「井

杵」の銘文が短板に押印された銘文瓦がそれぞれ出土している (第 10図 )。 この銘文につい

て金誠亀は、伝臨海殿で使用された文字瓦で、 8世紀中葉頃の改修瓦とし、銘文の内容は

製作地と製作集団を同時に意味するものと見た67。
結局この銘文が、慶州の伝臨海殿 (東

宮)に瓦を供給した「井作」の瓦工集団が蔚山立岩里に来て瓦を製作 した根拠といえる。

ただし、慶州では短板叩き瓦で製作されたが、蔚山では中板叩き瓦に方形の短板を追加で

押印する様相が確認されるため、慶州と蔚山では瓦製作に使用する叩き板が異なることが

分かる。つまり、同じ瓦を製作したとしても地域ごとに相違が存在することを再確認させ

る。また、蔚山伴鴎洞遺跡で短板叩き瓦とともに出土した古式蓮華文軒丸瓦は慶州月城、

第 4表 慶州地域平瓦の属性 (獲孟植 2006を一部改変)

型 式

口Πき

方法
叩き板 内容 備考 出土遺跡

1型 PJA】犬 線文 線文、集線文
弧状叩

き瓦
専用瓦

月城核子、伝臨海殿跡、

国立慶州博物館美術館敷地など

2聖型 横方向
何
文

幾
学

複雑な線と斜線などが結合

幾何学文

横方向

叩き瓦
専用瓦

月城核子、伝臨海殿跡、皇龍寺跡、

国立慶州博物館美術鮎敷地など

3型 横方向 銘文

「習部」、「井」、「井杵」、「井桃」
「漢」、「漢只」、「南宮之印」、
「儀鳳四年皆土」

横方向

叩き瓦
専用瓦

月城核子、伝臨海殿跡、月精橋・

日精橋、皇龍寺跡、羅井、

仁旺洞 556番地遺跡、

国立慶州博物館美術館敷地など
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番号 地域 遺跡名
創建/完工

年代
無瓦桶 短板 中板 長板 印章 備考

ユ

慶州

月城 101/488 O ○ ○
○

埠

2 伝臨海殿址
674/

679-680
○ ○ ○

○

導

3 諌谷洞・勿川里遺跡57 6世紀前半

以前～中葉
○ ○

6世紀前半末～中盤

初 :無瓦桶式

6世紀中盤 :模骨瓦桶
の使用

4 望星里新羅瓦窯址 679 O ○
`儀鳳四年皆土'銘文
瓦の生産地

5 仁旺洞556番 地遺跡 O ○ ○
○

瓦

6 皇龍寺址 ○ ○
○

埠

7 霜井53
B C34
/6世紀

O ○

`儀鳳四年皆土'銘 文

瓦 (新出)

中板叩き出現

8 芥皇寺 ○

9 四天王寺址 670/679 ○ O
○

導

量初に出現した長板

叩き瓦 (?)

三井谷第 1寺址
(伝仁容寺址59) ○ ○ ○

○

輝

三朗寺址
(三朗寺3キ ル遺跡601 597/P ○ ○ 長板叩き瓦の普及

慶山

林堂遺跡 I地区
建物址遺跡a 6世紀初頭 ○ 円形当て具

林堂遺跡 I地区
竪穴遺構 5号磁 6世紀 O

大坪洞遺跡63 6世紀後半 ○

15 安東
王洞 住公アパー ト敷地
内遺跡 3号石室墳

“
6世紀 ○

横穴式石室の死床部
上に頭枕

蔚山

伴鴎洞遺跡
“

7世紀 初頭 ○ ○
線文短板叩き瓦
「井杵」P

17
立岩里遺跡∞

67号竪穴
679年 以後

/8世紀
O ○

中板叩き瓦に方差【の

印章「井1/F」 を押す。

中板叩き瓦の出現年

代 (679年 )

車 順 詰

第 5表 慶州および地方遺跡出土瓦比較表

雁鴨池、芥皇寺、皇龍寺跡などで出土 したものと同型瓦で、 6世紀後半から7世紀後半の

間に製作 されたものと推定されている。これらの瓦が蔚山で使用されるようになった原因

として、慶州へ とつながる交通の要衝である蔚山に設置された地方官府に使用するため

に、慶州から派遣された工人が直接生産したものと推定している
68。 っまり、蔚山地域は慶

州と密接な関連の中で瓦生産が行われたとみられる。そして蔚山立岩里遺跡で確認された

木柵施設と鍛冶工房は蔚山倉坪洞遺跡
69と

大邸漆谷 3宅地 2区域で確認された統一新羅時代

の軍事施設と推定される木柵施設
Ю
と同一の遺構 と判断され、地方に派遣された慶州の官吏
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が居住するための施設と推定される。従って蔚山地域の事例か らみて、短板叩き瓦が製作

された瓦窯は確認できないものの、 7世紀後半にはすでに、新羅王京の周辺部、すなわち

地方でも短板叩き瓦が生産されていたことが想定できる。

慶山地域でもやはり蔚山と類似 した様相を見せるが、林堂遺跡では無瓦桶式で製作 した瓦

と短板叩き瓦の両方が確認される (第 H図 )。 無瓦桶式の場合、凹面に円形の当て具痕が観

察され、短板Π「 き瓦は格子文と線文が確認される。周辺に建物跡と生活遺跡が立地すること

から、これらの瓦を直接生産 していたものと推定される。瓦の凹面に円形の当て具痕のある

無瓦桶式の瓦は、土器を製作 していた技術者が瓦を製作 したために現れた過渡期な生産様相

と判断されている。慶山林堂遺跡 I地区で確認されたこれらの瓦は、共伴 した土器から6世

紀第 1四半期～第 2四半期に製作 されたものと考えられる。よって、同遺跡 における瓦の製

作時期は、慶州藤谷洞・勿川里遺跡におけるそれと同時期であることが知 られる。

安東の事例は 1作 しかないが、横口式石室墳に追葬された被葬者の枕に短板叩き瓦を使

用 した点に特徴がある。短板Π「 き瓦は弧状叩 きによって製作されているが、 これは蔚山や

慶山に見 られる短板叩き瓦 と同一である。出土遺物から6世紀中葉～末と推定される (第

12図 )。

ここで、新羅王京地域 と地方で使用された短板叩き瓦にはどのような差があるのか検討

する必要がある。慶州で短板叩き瓦が用いられた遺跡としては、月城や臨海殿のような国

家的な重要性をもつ建物での使用事例が確認されている。これらの短板叩 き瓦は二種類に

区分できるが、前者は短板で弧状叩きの瓦、後者は印章とともに方郭の内部に各種の文字

や符号などを彫ったものである。前者を「雁鴨池 1類 (弧状叩き)」 、後者 を「雁鴨池 2類

(横方向I「 き)」 として区分 している
狙
。 しかし同一の短板叩き瓦であ りなが ら異なる叩き

方で用いる点を考慮すると、少なくともこれら二種類の短板叩き瓦は、使用 目的や供給方

法からみてその性格が異なるものと考えられる。弧状叩きを施 した短板叩 き瓦は凸面を叩

く製作工程としての短板叩 きが中心になるが、横方向叩きの短板叩き瓦は、「Fく ことを通

じて伝達しようとするその意味自体が重要である。すなわち、短板に刻まれた様々な意味

をもつ文字が中心となる。従って短板叩き瓦で確認されたこのような相違点を考えると、

弧状叩きは一般の瓦で、常に供給の要請に従い生産された瓦である一方、横方向叩きは特

別な目的のために使われる瓦で、一度に大量に必要な際に生産され、象徴性を持つ高級な

瓦と言える。要約するならば、一般の瓦と、使用先が指定された「注文型高級瓦」とも言

えよう。

新羅文武王19年 に行われた大規模な土木工事の実態が、王官および東宮の建築であった

ことを考慮すれば、それは王室の権威を高めるためであったろう。このように当代の記念

すべき事績を後世に残す目的が託された記念物として製作された瓦が、まさに「儀鳳四年
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皆土」銘文瓦であり、当時瓦を供給 していた各地の生産集団を区分するために符号や文字

を表記したものと見ることができる。また、当時瓦生産において官印が関与した様相を見

ると、「習部J、 「井」、「井杵」、「井桃」、「漠J、 「漠只」、「南宮之印」、「儀鳳四年皆

土」銘文瓦に表示された内容は全て、新羅六部内部の瓦窯または瓦工の性格と短板叩き瓦

の使用先などを表示したものと見れば良いであろう。上で見たように、短板叩き瓦は作業

の効率では劣るが、数回の追加調整をしている点で単純に効率性のみでは説明できない部

分がある。従ってこれらの短板叩き瓦は、宮城あるいは官庁などに納品される瓦に限定 し

て適用される追加作業が行われたものと考えられ、これ以後円筒桶に粘土板を巻付ける方

法で製作された中板瓦が大量に生産されるようになると、徐々にその機能が消滅したので

あろう。結局、横方向叩きの短板Π「 き瓦は7世紀末の慶州地域で行われた大規模な建物群

の新築によって短期間のうちに大量の瓦を一度に供給するために生産され、使用目的の特

殊性が反映されたものと見ることができる72。
また、短板叩き瓦に転写された短板の形態が

個体間で類似することから、当時瓦の大量生産に際して、同時に作業したために叩き板を

共有したり、類似する文様を使用したりしたものと見られる。

これを裏付ける事例としては、地方で製作・使用された短板叩き瓦があげられる。慶山

林堂遺跡 I地区や安東玉洞遺跡 3号横口式石室墳から出土した短板叩き瓦は、凸面に線文

または格子文が刻まれた短板を使用し、弧状叩きを加えた事例である。このような製作技

法は、上で言及した「雁鴨池 1類」と同一と見なせると同時に、横方向叩きの短板叩き瓦

である「雁鴨池 2類Jと は厳然と区別される。そして慶州以外の地方の生活遺跡と墓で出

土した瓦は、無瓦桶式である。弧状叩きの短板叩き瓦 (雁鴨池 1類 )を 用いた事例は見 ら

れるが、慶州地域で確認される短板叩き瓦のような、使用先が制限されて供給された様相

とは異なる。叩き板の形態もやはり異なるが、このような様相は、上で検討したように短

板叩き瓦の生産が地方でも行われたためと考えられる。そして地方でも無瓦桶式と円筒桶

による短板叩き瓦の生産が行われ、瓦が次第に普及しながら中板叩き瓦の生産へと転換す

るが、慶州に見られる横方向叩きの短板叩き瓦は製作されなかった。

こうした様相は結局、横方向叩きの短板叩き瓦が一般の瓦ではなかったということを逆

説的に示 している。従って慶州では、無瓦桶式 (6世紀第 1四半期以前～第 2四半期)→

弧状「Fき (679年以前)・ 横方向叩きの短板叩き瓦 (679年)→中板叩き瓦 (679年前後)→長

板叩き瓦 (9世紀頃)の順序で変化 し、地方では無瓦桶式 (6世紀第 1四半期～第 2四半

期)→弧状叩きの短板叩き瓦 (6世紀第 3四半期～679年以前)→ 中板叩き瓦 (679年 以後)→

長板叩き瓦 (9世紀中葉)73の順序で造瓦技法が変化した。そしてこれらの地域で行われた

瓦の生産と消費は、新羅王京で確認された瓦の供給方法と同一であると考えられる。しか

し、横方向H「 きの技法で製作された短板叩き瓦の生産は行われなかった。その原因は、瓦
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の使用 目的と供給関係が異なっていたためと判断される。この点が新羅王京 と地方の瓦の

生産および消費過程における差である。

また、短板叩き瓦から中板叩 き瓦へ と製作技術が変化するものの、短期間二つの製作技

法が併用されたことも確認された。このような共存現象は、短板叩き板が官印 と同一の用

途で使用 されたこと、つまり瓦製作 自合は中板叩き板で行われたが、瓦の使用先や製作者

を表示する方法として短板叩きが継続 して用いられたことにより、起きたものである。従

って、短板叩きと中板叩きが共存する時期には、中板叩き板が主に用いられ、短板叩き板

はその形態的特徴により、印章 として使用されたと考えられる。このような様相 は、以後

統一新羅瓦のうち銘文瓦の製作において、瓦の使用先である寺の名称を方郭の中に表記す

る方法 として受け継がれてい く
74。

まとめると、新羅は 7世紀末、正確には679年 以後、短

板叩き瓦から中板叩き瓦へ と生産方法が変化
75す

るが、これらの製作技術が共存する時期が

ある。そして短板叩き瓦の痕跡は中板 または長板叩き板の中に方形の空間として残ること

になる。この方形空間は、瓦の製作 日、製作場所、製作者、使用先などの瓦生産 と関連 し

た情報がこめられる空間であ り、短板叩きの原型 とも言える「印章」の機能が受け継がれ

たものと言える。

新羅で短板叩き瓦が生産された時期について、従来学界では文武王19年、すなわち「儀

鳳四年皆土」銘短板叩き瓦の生産に合わせて679年 という絶対年代を基準に考えて きた。

しか しこのような見解は、銘文資料に安住 し、慶州と地方で出土 した短板 I「 き瓦の性格を

明確に認知できなかった結果 と考えられる。特に慶州雇井で出土 した「儀鳳四年皆土」銘

中板叩 き瓦 (第 13図)と 、蔚山立岩里遺跡・伴鴎洞遺跡で出土 した「井作」銘中板叩き瓦

は、短板および中板叩き瓦が少なくとも679年 からは製作されていたことを立証する。つま

り、中板叩き瓦の製作が始まっていたと推定される679年 に横方向叩きの短板叩 き瓦が生産

されたと見ることができる。従って、慶州で弧状叩きの短板叩き瓦が製作 された時期は679

年以前 と判断され、慶山と安東そ して蔚山など地方で確認された短板叩 き瓦の出土事例か

らみると、少なくとも6世紀第 2四半期の間に新羅にすでに弧状 H「 きの短板 HFき 瓦を生産

する体系が備わっていたとみなせる。そして金基民の指摘の通 り、少なくとも金海府院洞

遺跡
76な

ど一部の地域では遅 くとも5世紀初頭から瓦生産が行われてお り (第 14図 )、 慶山

林堂遺跡、慶州慕谷洞・勿川里遺跡は 6世紀第1四半期以前から無瓦桶式の瓦生産が行われ

ていたと考えられる
77。

V。 おわりに

慶州地域で瓦が製作された時期を明らかにするためには、今後多 くの資料が得 られるこ

とを期待しなくてはならない。無瓦桶作法あるいは模骨桶によって製作された短板叩き瓦
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が初期に使用された後、無瓦桶式で成形 した瓦はす ぐに消滅するが、これは結局瓦桶を利

用 した瓦製作法の効率性に起因するものと判断される。慶州地域で確認される短板叩 き瓦

は宮城や官庁などで限定的に使用された可能性が高い。 しかし短板叩きで作った瓦は、た

とえ中板叩きで製作 された瓦よりも生産性 と効率的な面で劣っていても、非常に丁寧に作

られてお り、叩きを施さない瓦の背面に対 しては緻密なナデを全面に施 している。このよ

うな作業工程は単純に作業能率だけで説明するのが難 しい部分であ り、これら短板「Fき 瓦

の製作は宮城あるいは官庁などに納付 される瓦に限定されていた可能性がある。すなわち

短板叩き瓦は一定の目的をもって製作された可能性が提起される。

慶州地域で印章瓦が使用される時期は、無瓦桶技法や短板叩き瓦が使用された時期より

も新 しいものと推定される。特に百済の印章瓦は主に文字が使用 されるのに姑 し、新羅は

符号や記号が多 く見 られる。このような差は印章瓦を製作 していた二人集団の性格差 と見

ることができ、新羅で印章瓦が製作される時点は679年 以後 と推定される。そして印章瓦は

慶州地域で一時的に使用された後に消滅 したが、その原因としては円筒桶 と中板叩きで製

作された「新羅瓦」が全国的に普及 し、高句麗 と百済の造瓦技術が洵汰されたことが考え

られる。

従って、新羅瓦においては無瓦桶 と桶を使用 した短板叩き瓦が初期に製作されるが、す

ぐに線条文の中板Ⅱ「 き板が普及 して弧状叩 き技法の短板叩き瓦は消滅する。また679年 に製

作 された横方向Π「 きの短板叩き瓦はすでに中板叩 き瓦が製作されていた時期に作 られた瓦

であ り、製作者 と使用先が限定された特殊な瓦で、一般の建物よりは宮城のような重要な

建物にのみ使用 されたものと判断される。これは地方で無瓦桶技法の瓦や弧状Π「 きの短板

叩 き瓦が生産 。消費された点と比較すると、新羅王京での瓦の受給関係の特殊な一面を見

せるものと言える。結局このような多様な姿の瓦製作技法は、統一以後円筒桶 と中板線文

叩きに代弁される「新羅瓦」へ と変化するが、このような姿は新羅が達成 した三国統一に

よる最終結果であると言える。
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32 山崎信二「7世紀 後半・ lフ十斗三 暑 朝鮮三日辞 日本引 関係J『韓日文化財論集 I』 吾瑠モ斗ス1建

うF仝、 20074F、  pp 222-274。

33 包み込み式製作技法とは、儀鳳四年皆土 (679)銘 文瓦が製作された時点に生産された統一新羅の

無顎式忍冬文軒平瓦に見られる特徴的な製作技法で、軒平瓦の文様面と平瓦を接合した後、上面と

下面を粘土で補い、平瓦が軒平瓦の中に包み込まれるような格好にする接合法である。

34 山崎信二「平瓦製作法からみた古代東アジア造瓦技術の流れ」『古代東アジアにおける造瓦技術の

変遷と伝播』科学研究費補助金 (基盤研究A)研究成果報告書、2009年 、p3。

35 佐川正敏「中国における造瓦技術の変遷―「粘土紐谷き作り」から「粘土板容き作 りJへの転換を

中心に一」『古代東アジアにおける造瓦技術の変遷と伝播』科学研究補助金 (基盤研究A)研究成

果報告書、 20094F、  pp 78-80。

36 集安地域に所在する高句麗古墳である臨江墓で出上した平瓦のうち、一枚作りで製作された事例が

確認された点は、日本で一枚作 りが出現した背景を探る上で重要な意味をもつ。

千与千「集安ス1聟 高句麗アl pl嘲 製作技法斗 理起―せ畢 仝ヌ‖ノl●l暑 孝狙ユニー」『韓国上古史学

報』第66号、韓国上古史学会、2009年 、p91。

37 明日香村教育委員会文化財課『飛夕烏の宮殿一古代都市“飛′鳥"を 深る一』飛′鳥の考古学図録④、2005年。

38 現在国内で製作されている伝統瓦の製作技法と古代の造瓦技法については、次の文献が参考になる。

な狙三「せ号 奄手アi斗 製作技法斗 ユ 千召引14iせ ヱ岩」『二♀ 孝今昭叶料 ユ到アi瑠 口千舎料寸と

と手』手子せ、1988年。

号瑠モ斗利電子仝『製瓦匠 (子立平可子斗州 州+91三 )』 1996年①

宋應星著・獲娃詳『天工開物』4号モ茅 }、 1997年 。

到可召「Ⅱせ千 電ア十斗 製作技法引 号狙J『措子スキ司 翻ア十斗 電子』千予想、2006年、pp 45-203。

39 374可 判『骨千ス
i・l翻 /1斗 電子』千旱狙、2006年、p53。

40 到可州「�ア千●I‐ 電子引 到そ 号球J,『劇Xll電 子』濶+34瑠 ,手甘Illtta‐L引 利電子仝、2001年 。

41 獲兌先は、叩き板の大きさを長さ30～40cm程度の平瓦を基準に、個々の叩きが何回施文されている

かを区分した。これに従えば、叩き回数は実際に作業した最大値となる (捜兌先「平瓦製作法引

愛遷引l rHせ 研究J(前掲註14)、 pp 17-21)。

42 趙成允「慶州 出土 中板 打捺文様 可アi斗引 製作時期斗 ユ 意味」 (前掲註16)、 pp 157-170。

二狙と「新羅 長板 打捺文様 可ノi斗引 慶州製作典否引十r4辞呵」 (前掲註18)、 pp_65-77。

43 目立慶州博物館 F文字ユ 暑 新羅―新羅人引 紀録辞 筆跡―』2002年 、pp 86・ 87、 No 125-132。

44 JX4州 召『措千スキ司 君フi斗 電子』 (前掲註39)、 p lll。

45 到可召『せ千スi刺 増フipl電子』 (前掲註39)、 pp■3-120、 図面28-32、 図版23-25。

46 日立慶州文化励研究所「瑠千河 ÷恐子 82赳 凋 召把と せ詈ヱ料ユヱ」 F文化遺蹟菱掘調査報告

(緊急稜掘調査報告Ⅳ)』 2009年 、p137、 図版30。

47 高句麗の官房遺跡 (湛川置古墨、漣川郡堂浦城、峨岨城など)と 、百済地域 (公州艇止山、扶余扶

蘇山城、大田月坪洞、鶏足山城、益山王宮里、順天剣丹山城など)に事例がある (到 可州 『せ千ス
i

刺 翻アi●ld干』 (前掲註39)、 pp 127-131)。

48 大田月坪洞山城で確認されている (日立公州博物館『大田月坪洞遺蹟』1999年 )①
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49 国内では出土事例が知られておらず、主に日本の古代寺院で確認されるという (ヨ 可州『せ刊 EH

翻フ1斗 d子』 (前掲註39)、 pp 134・ 135)。

50 瓦桶に用いられた筒布の材質が異なる点について地域的な特徴を論じているが、大多数は麻布を用

いている。よって山城のような一部の遺跡でのみ葦または他の材料が利用されているのは、一般的

でない現象と判断される。よって筒布に麻以外の材料を利用した場合は、むしろ作業工程の差や材

料選別において造瓦二人の選択が働いた可能性が高いと考えられる。そしてこれ以外にも、材料を

調達するのが難しい劣悪な作業環境、すなわち麻を使用するのが困難な状況もありえたと考える。

51 韓国文化財保護財団『慶州 競馬場 豫定敷地 C― I地 区 菱掘調査報告書』1999年。

日立慶州文化財研究所『慶州 孫谷洞・勿川里遺蹟―慶州競馬場豫定敷地 A地区―』2004年。

52 中央文化財研究院・慶州市『慶州 霜井』2008年。

53 文化財研究所・慶州古蹟凌掘調査団 F堀佛寺 遺蹟斐掘調査報告書』1986年、p254、 国版62-6。

54 朴洪回「慶州 羅原里 五層石塔辞 南山 七佛庵磨崖佛引 造成時期―到モ キ舎寸 銘文瓦片豊 子増ユ

ニー」『科技考古研究』第4琥、●
I‐千司寸ヱ 叶舌せ、1998年 、p98。

55 韓回文化財保護財団『慶州 東川洞 696-2番 地 遺蹟一署手千嘲 赳今早スキせ詈至ストユエ州―』 (前掲

註31)、 p170、 No 265。

56 慶州市内に位置する新羅王京地域の主要遺跡を除外した状態で短板叩き瓦が出土した事例を調べる

と、大量に使用されたというよりは個々の瓦が運ばれて使用されたものと判断される。よって短板

叩き瓦は瓦窯で生産された後、一般の建物に使用されたのではなく、特定の建物の建築に選別され

て供給された可能性が高い。

57 韓国文化財保護財団 F慶州 競馬場 豫定敷地 C― I地区 菱掘調査報告書』 (前掲註51)。

58 薙井遺跡で出上した瓦のうち「儀鳳四年皆土」銘文瓦は、格子文と円弧文が重複した文様を叩きつ

けた後、銘文が刻まれた短板で叩いたもので、二重の叩きがなされている。先行する叩き板は文様

の長さからみて短板というより中板の叩き板と推定される。よってこのような推定が妥当であるな

らば、短板叩きが使用された時期 (679年 )に はすでに中板叩き瓦が生産・使用されていたことにな

る。また、報告者は薙井で出土した「儀鳳四年皆土」銘文瓦を伝臨海殿で出上したものより古式と

見ている。叩きの後ナデ調整の有無、文字の形態が古拙である点をその根拠にあげているが、文字

の書体が右書ではなく反転した左書であるため、筆者は同時期に製作された瓦における型式差と見

る。

中央文化財研究院・慶州市『慶州 羅井』 (前掲註52)、 p464、 挿図 7参照。

59 号瑠瑠千モ斗利電子仝 狙千凋『俸 仁容寺址 菱掘調査中間報告書』2009年 、p.53、 図面9、 No.35・

36、 およびp54、 図面10、 No 37。

60 東国大学校埋威文化財研究所『三朗寺3遭遺蹟』越恐遭可到スト呈 1、 2000年。

61 嶺南文化財研究院 □ せ 磐吋刊凋ノ‖せ入}増 凋子 (I凋 子)・R慶山 林堂洞 建物JI遺蹟』2008年 、

p364、  図面 270。

62 嶺南文化財研究院『慶山林堂洞遺蹟 I― F,H地 区 娑 土城―』1999年 、p200、 図面 87、 および

p212、  図面95。

63 嶺南文化財研究院『慶山 大坪洞遺蹟Ⅱ』2005年、p409、 図面 242、 およびp410、 図面243。

64 東洋大学校博物館『安東 玉洞 住公。卜斗三敷地内 遺蹟』2007年、p70、 図面 36。

65 蔚山伴鴎洞遺跡の I-1号、 I-2号、 I-5号建物跡とⅢ工号建物跡、 I-9号 土坑、Ⅲ-44号土坑

から短板叩き瓦の出土が報告されている。

豊社せ赳電子電 子幹利赳司 F告社 避干号♀召―壬千 せ予手 303せ凋 。}斗三赳今千凋 せせと料 ユ

ユ刊―』2009年 。
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66 蔚山立岩里遺跡で出上した「井作」銘瓦は中板叩き瓦の上に短板印章を押したもので、短板叩き瓦

というよりは中板叩き瓦に属する。ただし、銘文を押 した印章の形態が短板と同一であることか

ら、中板叩き瓦が製作された後にも短板印章がそのまま使用されていたものと推定される。従っ

て、この遺物は慶州権井で確認されたものと同様、中板叩き板と短板印章がともに用いられている

時期を示している (蔚 山文化財研究院『蔚山立岩里遺蹟』2005年、p240、 図面184、 No 276)。

67 期狙千「蔚山引 赳辞フi斗J『♀君・・ l千舌三 暑 各社引 刺をa・l千子』とを引 河 せ吾子辞利ユ利

〔よ、 20094F、 p37。

68 瑠狙千「蔚山引 赳辞ア千pl」 (前掲註67)、 p38。

69 嶺南文化財研究院『蔚山倉坪洞遺蹟』2003年 、p5、 図面 4。

70 韓国文化財保護財団『大邸 漆谷 3宅地(2,3匡域)文化遺蹟 費掘調査 報告書 (Ⅱ )』 2-■ l‐ 匠域

(本文)、 2000年 、p■、挿図 1。

71 趙成允「慶州 出土 中板 打捺文様 �アキ辞引 製作時期斗 ユ 意味J(前掲註16)、 p160。

72 すでに指摘されているように、679年 に製作された「儀鳳四年皆土」銘短板叩き瓦は新羅文武王が

三回統一をなし挙げた成果「率土皆我国家 (こ の土地のすべてのものを我が国が従える」という意

味に解釈される)」 を記念するための記念物と考えられ、これを記念するために文武王19年 に行わ

れた大規模土木工事 (臨海殿創建)に使用された瓦と考えられる。

73 扶餘扶蘇山城で出上した「會昌七年 (847)丁 卯年末印」銘文瓦と清州興徳寺跡で出土した「大中

三年 (849)」 銘平瓦そして益山弥勒寺跡と洪城神衿城で出上した「大中 (847～ 860)」 銘文瓦か

ら、少なくとも新羅文聖王代には長板叩き瓦に印章を使用した捺印または叩き板そのものの使用が

見られ、長板叩きによる瓦製作がなされていたことが分かる。

国立扶餘文化財研究所『扶蘇山城Ⅲ』1999年、pp 393-395。

日立扶餘文化財研究所『扶蘇山城 :整備Oll辞暑 緊急稜掘調査』1999年、p.107。

清州大学校博物館『清州 興徳寺址 凌掘調査報告書」1986年、p60。

国立扶餘文化財研究所『爾勒寺 遺蹟 菱掘調査報告書Ⅱ』 (国版編)、 1996年、p.598。

李康承 。朴淳変・成正鋪『神衿城』忠南大学校博物館、1994年。

74 このように方郭の内部に寺院名称を表示する例は、慶州四天王寺の銘文瓦に始まり高麗時代まで受

け継がれる。特に四天王寺では方棒[の 内部に多様な書体を用いたが、多様な姿の銘文瓦が統一新羅

時代に製作されたものと考えられる。しかし最近このような銘文瓦について、高麗時代以後のもの

と見る見解が提示された。これに対し筆者の考えは別稿を通して扱うが、寺院の名称が入つた銘文

瓦をすべて羅末麗初時期 (9～ 13世紀)と 見る点については首肯し難い。それは、統一新羅時代に

も器物に寺院名を表記した事例が存在する点のためである。九黄洞苑池遺跡では「芥王」銘図章が

押捺された土器が複数点出土したことから、器物に使用場所を表記したことが知られる。

柳換星「羅末麗初 慶州 出土 寺刹銘 平アi斗 研究J慶州大学校大学院文化財学科碩士学位論文、

2007年 。

目立慶州文化財研究所『赳辞舎を 1赳Eせせ乙料 32E』 2006年、p.79。

75 趙成允は明確な資料を提示していないが、東川洞王京遺蹟で出土した土器から以下の様に述べてい

る。すなわち、 7世紀まで遡りうる短脚高郭と9～ 10世紀まで下がる突帯付土器、平瓶などととも

に多くの中板叩き目の平瓦が出土している一方、新羅時代と推定される長板叩き目の平瓦が出土し

ていない点、蔚山芳里遺跡でも長板叩き平瓦が出土していない点からみて、慶州における中板叩き

平瓦の上限を7世紀末、下限を9～ 10世紀ごろとみている。

76 東亜大学校博物館『金海 府院洞 遺蹟』1981年。

77 金基民「新羅ア1辞 製作法剣 せせ 研究―慶州 勿川里 出土刻pl号 考増立三一」 (前掲註22)、
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pp.32-42。

上記以外の参考文献

瑠キ剰「 7～ 8世紀新羅アi4-・4需給J「アl斗こ 号司 讐 ュ司 東アジア せ刊 ・ Httd‐L電 」号瑠君

千軒理 、21111o年。

東洋大学校博物館『安東玉洞住公・ I斗三敷地内遺蹟』2007年。

蔚山文4餞研究院『蔚山立岩里遺蹟」郷054。

千尋子「条安州→言OIFEア i斗引製作技法斗理型‐遭基と剰アi辞暑考4ユニ.」 『韓目上吉史学
報』第66携、1韓目上古史学会、20094

科提  「慶州地域 平瓦|キ号引 刺 司せ 越ユを料番スキ碧 出土 平瓦詈 看増ユユ」,『44羽 千』

刺4瑠 ,引弓嘲寸・
‐L千程 組辞襲 子気 2000年。
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第 1図 「儀鳳四年皆土」銘短板叩き瓦 第2図 慶州三朗寺 3キル遺跡出土長板叩き瓦

第 3図 慶州仁旺洞 556番地違跡出土の印章瓦

第 5図 慶州龍江洞石室墳出土平瓦にみられる

楔形の分割痕跡

第 4図 高旬麗臨江塚出上の一枚作り平瓦

第 6図 慶州仁旺洞 556番地遺跡出土の模骨桶

製作の瓦
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第 7図 弧状短板叩き瓦

第 10図 伝臨海殿出土「井作」銘短板叩き瓦
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第 11図 慶山林堂遺跡出土瓦
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新羅における短板叩き平瓦の出現と意味

An lnvestigatiOn on Appearance and Signincance of SiⅡ a Short
Beating Plain RoofTiles

‐Classiacation alld characted� cs of arc‐shaped beating alld transverse beating_

Cha,Soon‐ Chul

Abstra飢:Tlle short beating plate tiles wtth the inscription of uibongsagacto(儀 鳳四年皆土)are

considered mostimportant for the study of Silla rooftiles and have an absolute age of 679 ycars.

This study considers the tiine when earher tiles appeared by comparing cases of unearthing,

beating methods and tile manuFacturing methods of tiles excavated fronl Silla capital area in the

course of excavation investigation,Comparing of rencs in Gyeongiu,Gyeongsan,Andong and

Ulsan,where plain rooftiles were excavated,suggest that short beating plate tttes vere made

before AD679 in Gyeongiu area,and medium beating plate tiles were made from AD679証 latest

together with shOrt beating plate tiles.Roof tiles with he inscription of uibongsagaeto(儀 鳳四年

皆土)excavated from Naieong ruins,Gyeongiu,andrOOftileswtththeinscriptionofjeongian(井

作)excavated from lpamni ruins,Ulsan are rooftiles made using bOh mettods,medium beating

and short beating,and this indicates that both short beating and mediu■ l beating plates were

used for the manufacture of roof tiles in AD 679.Comparing with mediuHl beating plate tiles,

short beating plate tttes are inferior to inediunl beating plate t』 es in the aspect of production,but

surpass them in the aspect of elaborateness.This difference suggests that short beating plate

tileS E� ght have been used only lbr roonng royal palaces or public buildings,and therefore must

have been produced lbr special purpose different fronl general purposes,

Keywords:Gyeongiu,beating plate,short beating plate,medium beating plate
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